
オフィス文化論の実践  

 

 

必要悪から知的生産の場としてのオフィスへ

　日本オフィス学会のオフィス文化論部会では、2年間の研究活動のまとめ

として、「日本人の人間力を最大に引き出すオフィス！」と題した10の提言を

行うことになりました。今回、私はメンバーの代表として、ここに至るまでの経

緯と、内容に関する解説をさせていただきたいと思います。

　最初に、なぜオフィスに「文化論」が必要だったのか、前号までの連載記

事と重複する部分もありますが、簡単に説明しておきましょう。

　オフィスの進化過程をみていきますと、初期のころは、とにかく画一的な空

間をつくろうとしていたことがわかります。そこで働く人すべてを平均化し、

統計的に基準をつくっていったのです。

　たとえば「照度が700ルクス以上あれば書類を確実に見ることができる」

となれば、すべてのスペースをその明るさにしようとしていました。またエアコ

ンで温度を一定にすることがスタンダードだとされてきたのです。そこでは建

築が主体であり、人間は受け身的な存在、いってみれば機械の部品と同じ

ような扱いでしかありません。

　その後、機能性や快適性が考慮されるようになってきても、人間より先に「環

境ありき」という発想はあまり変わってきませんでした。そのいい例が、オフィ

スをコストセンターだとする経営の考え方です。デスクワークはプロフィットを

生みだすのではないのだから、それに必要なスペースはできるだけ小さくし、

面積効率を高めることに多くの企業が必死になりました。つまり、オフィスコ

ストは業績における分母、「できれば使いたくない必要悪の経費」だったの

ですね。

　これに対して、東京大学の岩井克人先生などが明確な反論を展開し

てきました。オフィスは知的生産の場としても重要であり、プロフィットを生み

出す「分子」だと考えていかなければ、これからの時代、企業は生き残って

いけないと主張したのです。

オフィスユーザーとしての実感が提言につながった

　一方で、私たち「オフィスを使う側」からも、自分たちが1日の大半を過ご

す場所なのだから、もっと居心地よくならないのかという要望も高まってきます。

昔は「オフィスは男の戦場なのだからわがままいうな！」の一言で我慢を強い

られていたものの、徐々に知的生産業務の必要性が高まってくると、これま

での職場環境ではさまざまな不自由を感じることになったからです。

　オフィスづくりの進化過程にみる第3期のフェーズはまさにその過渡期だ

ったのでしょう。たしかに面積や作業効率だけが追求されるのではなく、コミ

ュニケーションのためのスペースが広がったり、家具がよくなったりして快適

性は増しています。段ボールが積まれることもなくなり、オフィスは清潔できれ

いなものになっていきました。

　ところが、何人かで集まってオフィスの話になると、やはりどこかで不満の

声が出てくるのです。

　たとえば、エアコンで、一年中、過ごしやすい室温に保たれるワークプレイ

スは快適です。それでも、人によっては「窓が開けられ、外気を吸って季節を

感じられるほうが気持ちいい」と言う。あるいは、照明機器を完備して明るく

しても、「もっと暗いほうが考えごとはしやすい」と感じる人もいる。

　結局、人はそれぞれみんな異なり、多様な存在ですから、オフィススタンダ

ードというかたちで画一的な空間をつくっても本当に快適にはならないのか

もしれないのです。どこかで、もっと「気持ち」を大切にした、人間と環境の関

係を考えたデザインが必要なのではないのか。

　そう考えたとき、「気持ち」の源流にある文化に目を向けるべきだという結

論に至りました。人はそれぞれ、生まれ育った環境によって育まれる文化的

な背景を持っています。それを無視して画一的な空間をつくっても、決して

居心地のいいオフィスにはならない。そんな発想から、オフィス文化論の研究

が始まったのです。

「提言」の含む深い意味を理解してほしい

　今回、活動の一つの成果として提言をまとめるにあたり、本来ならこの「気

持ち」の問題をもっと定量的に分析したかったのですが、残念ながらそこま

では至りませんでした。それでも、社会環境、経営環境、空間環境の3つの

分野でワーキンググループによる研究も続けてきた結果、オフィスを経営の力

にするための方向性をまとめることができたので、その内容を発表させてい

ただきたいと思います。

　なお、以下の解説はオフィス文化論研究部会のメンバーの総意ではなく、

私自身の個人的な感想も加わっていることをご了承ください。

日本オフィス学会「オフィス文化論研究部会」

『日本人の人間力を最大に引き出すオフィス!』

それは、意思疎通（コミュニケーション）を最重要課題とした「場」の再構築

である。

どう捉えるのか：社会環境

１.オフィスは、人が集まる効果を生み出す重層的な環境である＝人が集まる

　効果

　（1）オフィス環境とは、空間のみでは成立し得ないものと認識すること。

　（2）ネットワークから都市まで、幅広くオフィス環境をとらえること。

　環境というものは決して空間だけで生まれるものではありません。そこにい

る人間との関係によって成り立つのです。

　したがって、オフィスにおいても「絶対にいいワークプレイス」はありえない

のです。人によって受け入れ方は違うのですから。

　この提言では、オフィス環境を「ワーカーとの関係」、さらに「社会との関係」

の中の一部として考えるべきだといっています。

▼下記バックナンバーはhttp://www.websanko.com をご覧ください。

05年      III号    作法の文化を若い世代に伝えていけるオフィスなら
　　　　　　　　贅沢な空間がなくとも「おもてなし」はできます。
05年      II号    「おもてなし」はその場その時の
                       コミュニケーションの工夫
●「日本の伝統に学ぶ21世紀のオフィス文化」
04年10月号     仮説の空間
04年  7月号     空間の領域
04年  4月号     仕切りの構造

●「オフィス文化論」
05年      IV号    オフィスの「文化」をみんなで育てていこう！
06年　　III号    「文化」が違えばオフィスも違ってくるはず
06年　　II号    なぜオフィスに「文化論」が必要なのか？

●オフィスでも忘れてはいけない「おもてなしの心」
05年      IV号    「しつらえ」に「もてなし」が加わることで
                       オフィス空間は初めて居心地がよくなります。

「知的創造」の時代に企業が成長していくには
人間の関係を考えたオフィスづくりが必要である
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日本オフィス学会「オフィス文化論研究部会」の提言に寄せて

 

 

－オフィスを経営の力に・・10の提言－
『日本人の人間力を最大に引き出すオフィス！』

－意思疎通（コミュニケーション）と協働（コラボレーション）を最重要課題とした「場」の再構築－

　［どう捉えるのか：社会環境］

1. オフィスは、人が集まる効果を生み出す重層的な環境である＝人が集まる効果

2. オフィスは、コミュニケーションのあり方を追求する「場」である＝コミュニケーション

3. オフィスには、固有の文化に根ざした百社百様の姿がある＝固有の文化

　［どう進めるのか：経営環境］

4. オフィスづくりは、「経費」ではなく「投資」と捉え、リターンとして知的生産性の向上を考えるべきである＝投資

5. オフィスは、「働く側」と「経営側」のすり合わせから醸成される企業文化に根ざしている＝企業文化

6. オフィスは、知恵を交流することで、企業活動に付加価値を創造する「場」でなければならない＝付加価値

　［どうつくるのか：空間環境］

7. 変化（移ろい）に敏感で変わり続けるオフィスでなければならない＝変化対応

8. オフィスづくりでは、「人とこと」を可視化させることが重要である＝可視化

9. 多様な価値観（文化）や能力を持った人の「協働の場」でなければならない＝協働の場

10.空間関係者（不動産・建築・デザイン）との協働なくして、豊かなオフィス空間づくりは難しい＝空間関係者との協働 

 

第1期
（作業空間としてのオフィス）

第2期
（機能空間としてのオフィス）

第3期
（快適性を考慮したオフィス）

第4期
（文化、人間・環境系を考
慮したオフィス）

オフィスは人々が働くのに必要な「場」でしかなく、単に
スペースさえあればそこで仕事ができた時代。

自己実現、コラボレ
ーション、ナレッジワ
ーク

効率から効果へ、
知的生産性、組織
のフラット化、知識
経営

スペースコスト、作
業効率、ピラミッド
型組織

スペースコスト、
作業効率

スペースコスト

面積効率、作業効
率、エルゴノミクス

面積効率、
作業効率

面積効率

人間・環境系相互
浸透論に基づいた
オフィスと人間の関
係のデザイン

機能空間設計／環境決
定論的設計／レイアウト
設計

快適性設計／インテリア
設計／クオータースケルト
ン貸し

人間環境系デザイン／ワ
ークデザイン／場の創造
／スケルトン貸し

コンピュータなどの導入によるOA化によって、オフィス
に「機能」が求められてきた時代。スペースだけでなく
効率性が重要になってくる。

オフィスの機能だけでは差別化が不可能であるとわかり、
人材の質的向上に目が向けられる。その結果、「快適性」
「働きやすさ」などがオフィスの条件に加えられた。

ポスト工業化社会に入り、知的創造こそが差別化の
重要なポイントになってくる。そのためには人材の質だ
けでなく、組織のあり方や働き方までも改革し、それに
合ったオフィス環境を用意する必要が生じる

 

日照、温度効率設計 生理的要求

日照、温度
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安全

快適性

景観、リフレッシュ

フェーズ 特徴 構築手法 自然環境 社会環境 経営環境 空間環境

オフィスづくりの進化過程 各フェーズにおける人間とオフィス環境の関係   




